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１ 研究の概要 

近年特に有害性が懸念されるＰＭ２．５と、黄砂粒子による越境大気汚染に関する研究の

緊急性・重要性が高まっている。本研究では、バーチャルインパクタと並列サイクロンを組

み合わせたＰＭ２．５と黄砂粒子の大流量同時採取装置の開発を行う。本研究により、試料

量の制約のため困難であったＰＭ２．５の発生源や有害性発現機構の解明に関する研究や、

汚染物質を吸着した黄砂による越境大気汚染メカニズムの解明、関連装置の製作等による関

連産業の振興、さらには機械工業界におけるＰＭ２．５削減手法の開発等に大きく貢献する

ことができる。 

 

２ 研究の目的と背景 

大気中の粒子状物質は発がん性を持つなど人体に有害である。我が国のＰＭ２．５（粒径

２．５μｍ以下の粒子状物質）の環境基準は質量濃度のみが対象であるが、実際の有害性は

粒子の物理化学特性に起因するため、粒子の化学成分や形態の解明は喫緊の課題である。ま

た、アジア大陸で発生する黄砂粒子は、大都市域上空を通過する際に多様な大気汚染物質を

吸着するため、我が国を含む風下地域での「汚染黄砂粒子」による健康影響も懸念されてい

る。これらの関連研究を進めるためには実環境大気ＰＭ２．５や黄砂粒子の採取が必須だが、

従来法であるフィルタろ過捕集法では、試料を大量に採取するとフィルタが目詰まりし数ｍ

ｇ程度の少量しか集められず、研究が進んでいない。そこで本研究では、粒子分級技術であ

るバーチャルインパクタと並列サイクロンを組み合わせたＰＭ２．５と黄砂粒子の大流量採

取装置の新規開発を行う。 

 

３ 研究内容 

ＰＭ２．５と黄砂粒子の同時採取装置開発に関する研究 

 (URL: http://www.applc.keio.ac.jp/~okuda/research/index.html) 

 

粒子分級技術であるバーチャルインパクタ（ＶＩ）と並列サイクロンを組み合わせたＰＭ２．

５と黄砂粒子の大流量採取装置の開発を行った。具体的には、環境大気中の粒子は、約２．

５μｍを境にして粗大側と微小側との二山分布をとるが、そのうちの粗大粒子側に存在する

黄砂粒子と、微小粒子であるＰＭ２．５を、それぞれ個別に大量採取する装置を開発した。

微小粒子側の５０％カットオフ径は０．２７μｍであり、粗大粒子側の５０％カットオフ径

http://www.applc.keio.ac.jp/~okuda/research/index.html


は０．６８μｍであった。本装置を年間を通じて稼働させ、春夏秋冬それぞれの季節におけ

る特徴的な粒子を大量に採取することができた。 

 

  

▲製作したＰＭ２．５と黄砂粒子の大流量採取装置と採取された粉体試料 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

本装置の開発により従来の数百倍量のＰＭ２．５と黄砂粒子を容易に採取できるようにな

ったため、これまで試料量の制約のため困難であった粒子状物質の発生源や有害性発現機構

の解明に資する研究の進展に大きく貢献できる。このことにより、ＰＭ２．５や黄砂を構成

する多様な化学成分のうち、どれから優先的に対策を取るべきかを科学的に明らかにするこ

とができ、粒子状物質の有害性が適切に評価され、適正な規制値が設定される社会を構築す

ることにつながる。さらには機械工業界におけるＰＭ２．５排出削減手法の開発等が大きく

進展することが期待できる。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 本研究は、自身の研究体系において、非常に重要なものとなっている。具体的には、本装

置を開発したことで、これまであまり関わりのなかった多方面の研究者（例えば、医学系や

空調系、精密加工系など）からコンタクトがあり、今後の研究の展開において極めて重要な

位置づけとなった。今後、粒子状物質に係る様々な研究テーマに対して、本装置の有用性を

アピールし、多様な応用先を見いだしてゆけることを期待している。 
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８ 事業内容についての問い合わせ先 
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（ｹｲｵｳｷﾞｼﾞｭｸﾀﾞｲｶﾞｸ ﾘｺｳｶﾞｸﾌﾞ ｵｸﾀﾞﾄﾓｱｷｹﾝｷｭｳｼﾂ） 

住   所： 〒223-8522 

横浜市港北区日吉３－１４－１ 

申 請 者： 准教授 奥田知明（ｼﾞｭﾝｷｮｳｼﾞｭ ｵｸﾀﾞﾄﾓｱｷ） 

担 当 部 署： 応用化学科（ｵｳﾖｳｶｶﾞｸｶ） 

E-mail：   okuda@applc.keio.ac.jp  

ＵＲＬ ： http://www.applc.keio.ac.jp/~okuda/ 
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